
起動・制動時のスリップで火花が発生することがあります。引火・爆

発の危険がある油脂・可燃性ガス雰囲気中などでは絶対に使用しない

でください。また、布等燃えやすい所では本体を密閉するようにして

ください。密閉する場合は許容連結仕事が低下するのでご注意くださ

い。 

外部電源が入ったまま取付け・配線などの作業をすると、感電したりま

た負荷が急に駆動され巻き込まれたり非常に危険な状態となります。必

ず、外部電源を遮断してから作業をしてください。 

製品の表面温度は、スリップ熱・内蔵コイルの発熱により、約９０℃～

１００℃前後に上昇することがあります。手を触れると火傷をするの

で、運転中の製品には決して手や指などを触れないでください。また、

運転停止後もすぐには温度は下がりません。分解・点検などで製品を触

る時には、温度が下がったことを確認の上実施してください。 

通電だけでもコイルの発熱によって、本体の表面温度は高くなります。

触ると火傷をおこすことがありますのでご注意ください。 

許容連結仕事以上で運転すると、発熱が大きくなり動作面が赤熱し火

事の原因となることがあります。また所定の性能が得られなくなりま

すので、許容連結仕事以内でご使用ください。 

乾式仕様の場合、摩擦面はもちろん、本体に水・油脂類を使用すると

摩擦面に付着しトルクが著しく低下します。そのため機械が惰走した

り暴走したりして怪我の原因となります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        電磁ツースクラッチ 

        取扱説明書              YTE6-1940-6 
 

        ＴＺ－６．３～１６０ 

        ＳＴＺ－６．３～１６０ 

        Ｔ０－２～８０ 

        ＳＰＯ－２～８０ 

        ＴＲ－２～５０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●安全上のご注意● 
（ご使用の前に必ずお読みください） 

 

 

 

  製品のご使用に際しては、この取扱説明書及び他技術資料等を良くお読みい

ただくと共に、安全に対して十分に注意を払って正しい取扱いをしていただく

ようにお願いいたします。 

  この“安全上のご注意”では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」と

して区分してあります。 

 

 

危 険：取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性 

                  

が想定される場合。 

注 意：取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険が想定される
 

                  場合、及び物的損害の発生が想定される場合。 

 

 

  また、品質管理には万全を期していますが、万一の故障としてクラッチが切 

れず連続回転状態となったり、クラッチが効かず機械が惰走したりする事が想 

定されます。これらの故障に備え、機械側の安全策には十分ご配慮ください。 

特に無励磁作動形を安全用としてご使用される場合には、二重三重の安全策 

を設けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①一般的なご注意 

危 険
 

安全カバーを必ず設置してください。 

 

 
 

危 険
 

電源を遮断してから、取付け・配線などの作業をしてくださ

い。 
 

 

 

②取付前のご注意 

注 意
 

リード線で製品を吊下げて持たないでください。 

 

 

③取付時のご注意 

注 意
 

取付け・取外し・運搬には十分ご注意ください。 

 

               重い製品を持つと、落下による怪我や腰痛の原因となります。 

               取付け・取外し・運搬には十分ご注意ください。特にアイボルト付き製

品は、ホイストなどを利用して作業してください。 

 

危 険
 

使用する電線サイズは電源容量に合ったものをご使用くださ

い。 

 

 
 

危険
 

ボルトの締付トルク、緩み止めは完全に行ってください。 

 

              ボルトの締付け具合によっては、せん断して破損するなど非常に危険な状 

              態となります。必ず規定の締付トルク・ボルト材料を使用し、接着剤・ス 

              プリングワッシャなどで確実に緩み止めなどの処置を行ってください。 

 

④運転前のご注意 

危険
 

引火・爆発の危険がある雰囲気中では使用しないでください。 

 

 
 

⑤運転中のご注意 

危険
 

許容回転速度以上に回転を上げないでください。 

 

               許容回転数以上で使用すると、振動が大きくなり場合によっては破損し 

               たり飛散したり非常に危険な状態となります。必ず最高回転数以下でご 

               使用ください。 

 

危険
 

運転中には製品に手を触れないでください。 

 

 
 

注意
 

手や指が挟まれないようにしてください。 

 

 

注意
 

運転中には製品に手を触れないでください。 

 

 
 

 

注意
 

通電だけでも表面は高温となることがあります。製品に触れ

ないでください。 
 

 
 

危険
 

許容連結仕事以内で運転してください。 

 

 
 

危険
 

ＤＣ遮断する場合、クラッチ／ブレーキと並列にサージアブ

ソーバをご使用ください。 

 

               通電を遮断すると、大きなサージ電圧が発生し、周辺機器へ悪影響を及 

               ぼす事があります。必ずクラッチ／ブレーキと並列にサージアブソーバ 

               をご使用ください。 

 

⑥保守点検時のご注意 

危険
 

水、油脂類は塗布(付着)しないでください。 

 

 
 

 

 

１．部品構成 （安全上のご注意①項をご参照ください） 

■ ＴＺ／ＳＴＺ－６．３～１６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品構成一覧表（ＴＺ／ＳＴＺシリーズ） 

部番 部 品 名 
個数 

6.3 型 10 型 16 型 25 型 40 型 160 型 

１ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,ｽﾌﾟﾗｲﾝ 1 1 1 1 1 1 

２ ｱｰﾏﾁｭｱ 1 1 1 1 1 1 

３ ﾛｰﾀ 1 1 1 1 1 1 

４ ﾌｨｰﾙﾄﾞ ASSY 1 1 1 1 1 1 

５ ﾊﾞﾈ,ｺｲﾙ 4 4 4 3 3 3 

６ ﾎﾞﾙﾄ,ﾄｸｼｭ 4 4 4 3 3 － 

７ ﾋﾟﾝ,ﾄｸｼｭ － － － － － 6 

８ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 1 1 1 1 1 2 

９ ﾄﾒﾜ,C ｶﾞﾀ,ｼﾞｸ 1 1 1 1 1 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＴＯ／ＳＰＯ－２～８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品構成一覧表（ＴＯ／ＳＰＯシリーズ） 

部番 部 品 名 
個数 

2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 80 型 

１ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,ｽﾌﾟﾗｲﾝ 1 1 1 1 1 1 1 

２ ｱｰﾏﾁｭｱ 1 1 1 1 1 1 1 

３ ﾛｰﾀ 1 1 1 1 1 1 1 

４ ﾌｨｰﾙﾄﾞ ASSY 1 1 1 1 1 1 1 

５ ﾊﾞﾈ,ｺｲﾙ 3 4 4 4 3 3 3 

６ ﾋﾟﾝ,ﾄｸｼｭ 6 － － － － － 6 

７ ﾎﾞﾙﾄ,ﾄｸｼｭ － 4 4 4 3 3 － 

 

■ＴＲ－２～５０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品構成一覧表（ＴＲシリーズ） 

部番 部 品 名 
個数 

2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 

１ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,ｽﾌﾟﾗｲﾝ 1 1 1 1 1 1 

２ ｱｰﾏﾁｭｱ 1 1 1 1 1 1 

３ ﾏｸﾞﾈｯﾄ ASSY 1 1 1 1 1 1 

４ ﾊﾞﾈ,ｺｲﾙ 3 4 4 4 3 3 

５ ﾋﾟﾝ,ﾄｸｼｭ 6 － － － － － 

６ ﾎﾞﾙﾄ,ﾄｸｼｭ － 4 4 4 3 3 

部番 部 品 名 
個数 

80 型 280 型 560 型 1120 型 2500 型 5000 型 

１ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,ｽﾌﾟﾗｲﾝ 1 1 1 1 1 1 

２ ｱｰﾏﾁｭｱ 1 1 1 1 1 1 

３ ﾏｸﾞﾈｯﾄ ASSY 1 1 1 1 1 1 

４ ﾊﾞﾈ,ｺｲﾙ 3 3 3 6 8 8 

５ ﾋﾟﾝ,ﾄｸｼｭ 6 6 6 － － － 

６ ﾎﾞﾙﾄ,ﾄｸｼｭ － － － 6 8 8 

 

回転体であるため、製品に手や指を触れると怪我の原因となります。 

危険防止のため身体が触れないように、必ず風通しの良い安全カバーを

設置してください。また、カバーを開けたときには回転体が急停止する

ように安全機構などを設けてください。 

リード線が切れ、足等に落下し怪我の原因となります。必ず製品自体を

持って取付け・取外しをしてください。 

電流容量の少ない電線を使用すると、絶縁皮膜が溶け絶縁不良となり感

電・漏電の恐れがある他、火災の原因となることがあります。 

回転部が外部に露出しており、製品に手・指など触れると怪我の原因

となります。運転中には絶対に製品に触れないでください。 

停止状態でも電源を ON/OFF すると、アーマチュアは軸方向に動きま

す。その摺動部を指で触ると挟まれて怪我をすることがあります。必ず

安全カバーを設置した後、電源の ON/OFF をしてください。 



２．製品仕様 

ＴＺ／ＳＴＺシリーズ 

型  式 6.3 型 10 型 16 型 25 型 40 型 160 型 

静摩擦トルク(Nm) 63 100 160 250 400 1600 

定格電圧(DC-V) 24 24 24 24 24 24 

消費電力(W)at75℃ 24 24 30 45 50 80 

 

ＴＯ／ＳＰＯシリーズ 

型  式 2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 80 型 

静摩擦トルク(Nm) 20 50 100 150 200 400 800 

定格電圧(DC-V) 24 24 24 24 24 24 24 

消費電力(W)at75℃ 13 20 34 34 50 70 79 

 

ＴＲシリーズ 

型  式 2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 

静摩擦トルク(Nm) 20 50 100 150 200 400 

定格電圧(DC-V) 24 24 24 24 24 24 

消費電力(W)at75℃ 13 20 26 34 42 47 

型  式 80 型 280 型 560 型 1120 型 2500 型 5000 型 

静摩擦トルク(Nm) 800 2800 5600 11200 25000 50000 

定格電圧(DC-V) 24 24 24 24 24 100 

消費電力(W)at75℃ 47 71 78 93 125 175 

 

 

３．取付前のご注意 （安全上のご注意②項をご参照ください） 

◇電磁ツースクラッチは軟質の材料を多く使用しています。叩いたり、落としたり、

また、無理な力を加えたりすると打ちキズや変形をおこすことがありますから、取

扱いには十分注意してください。 

 

◇電磁ツースクラッチのアーマチュアリリーズ方式には引張スプリング式と圧縮スプ

リング式の２種類があります。圧縮スプリング式の場合、リリーズプランジャはあ

りませんが TR-1120 型、2500 型、5000 型は圧縮スプリング式でありながらリリー

ズプランジャを併用しています。リリーズ用引張スプリングは、無励磁時にアーマ

チュアを保持する機能を有しております。構造の違いは部品構成図をご参照くださ

い。 

 

◇ＴＺ（ＳＴＺ）－１６０は湿式専用ですので必ず軸芯給油方式でご使用ください。 

 

 

４．取付時のご注意 （安全上のご注意③項をご参照ください） 

◇クラッチと軸のはめ合いは JISB0401 の H7･j6 または H7･K6 とし、かつ軸方向に

遊びがないように固定してください。 

 

◇リード線を無理に引張ったり、または、折曲げて断線しないように取扱ってくださ

い。 

 

◇取付時隙間ｇはクラッチが釈放されている時の歯と歯の隙間です。取付時隙間ｇが

下表に示す規定値に保たれるようにロータ及びマグネットＡＳＳＹとアダプタ，ス

プラインは軸方向にしっかりと固定してください。 

 

ＴＺ／ＳＴＺシリーズ 

型  式 6.3 型 10 型 16 型 25 型 40 型 160 型 

ｇ（取付時隙間） 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.8 

取付時隙間公差 0～+0.1 0～+0.1 0～+0.1 0～+0.1 0～+0.1 0～+0.3 

 

ＴＯ／ＳＰＯ／ＴＲシリーズ 

型 式 2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 

ｇ（取付時隙間） 0.2 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 

取付時隙間公差 0～+0.1 0～+0.2 0～+0.2 0～+0.3 0～+0.3 0～+0.3 

型  式 80 型 280 型 560 型 1120 型 2500 型 5000 型 

ｇ（取付時隙間） 0.5 0.8 0.8 0.9 1.5 2.0 

取付時隙間公差 0～+0.3 0～+0.3 0～+0.3 0～+0.3 0～+0.5 0～+0.5 

 

◇ロータ又はマグネットＡＳＳＹとアーマチュアの位置決めは、非磁性材質(SUS304

等)のカラーで行ってください。磁性材料を使用しますと吸引しなかったり、吸引時

間が異常に長くなったりすることがあります。 

 

◇ツースクラッチ外径の近くに磁性体のケース壁面や軸等が接近していると動作が遅

れる場合があります。外径から 10mm（片側）以上は離してください。 

 

◇クラッチはできるだけ通し軸使用としてください。突き合わせ軸でご使用の場合は

中間軸受を設け、両軸間の同軸度は 0.05T.I.R.以内としてください。(注：T.I.R とは

ダイヤルインジケータ全読みです。) 大形クラッチ（ＴＲ－２８０型以上）を突き

合わせ軸で使用される場合はフレキシブルカップリング（ギヤーカップリング等）

を設けて芯狂いを吸収できるようにしてください。 

 

◇フィールドＡＳＳＹの位置決め径は、ロータ取付軸に対する同軸度 0.10T.I.R.以内

としてください。下図のようにフィールドＡＳＳＹを取付ける時ｌ寸法（最大ねじ

込み深さ）が下表の値以下になるように適切な長さのボルトを使用してください。

（ＴＯ・ＳＰＯに適用）取付ボルトが長い場合にはボルトの先端でコイルの絶縁を

損傷する恐れがありますのでご注意ください。 

 

型 式 2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 40 型 80 型 

ﾎﾞﾙﾄｻｲｽﾞ M4×0.5 M4×0.7 M4×0｡7 M3×0｡8 M6 M6 M8 

l(最大ねじ込み深さ) 4.5 5 5 6 6 8 9 

 

 

◇フィールドＡＳＳＹの回り止め処置をしてください。回り止めはきつく締付けない

で、単なる回り止め程度としてベアリングに無理な力をかけないようにしてくださ

い。（ＴＺ、ＳＴＺに適用） 

 

◇アーマチュアとアダプタ，スプラインには、合マークが打ってありますので、組立

ての際は合マークの位置ではめ合わせて組付けてください。 

 

◇アダプタ，スプラインの取付ボルトには、ねじ部にロックタイトを使用し、ゆるみ

止めの処置をしてください。 

 

◇アダプタ，スプラインはボルト，６アナとピンで相手側の駆動部あるいは従動部（ギ

ヤー、スプロットホイール等）に取付けます。あらかじめピン取付用下穴を加工し

てありますので、現物合わせにてリーマ仕上げの上、必ずノックピン（平行ピン）

を併用してください。ピンのはめ合いは H7、m6 を推奨します。下表のボルト、６

アナ及びピンのサイズをご参照ください。ピンはノックピン用の穴径を表します。

ピンを嵌入後は抜け止め処置（ポンチ止め等）をしてください。 

 

ＴＺ／ＳＴＺシリーズ 

型 式 6.3 型 10 型 16 型 25 型 40 型 160 型 

ﾎﾞﾙﾄ,6 ｱﾅ 個数 3 3 4 6 6 6 

ｻｲｽﾞ M5 M5 M6 M8 M8 M10 

ピン 個数 3 3 4 3 3 3 

ｻｲｽﾞ φ6 φ6 φ8 φ10 φ10 φ10 

 

ＴＯ／ＳＰＯ／ＴＲシリーズ 

型 式 2 型 5 型 10 型 15 型 20 型 ４0 型 

ﾎﾞﾙﾄ,6 ｱﾅ 個数 3 3 3 4 6 6 

ｻｲｽﾞ M3 M5 M5 M6 M8 M8 

ピン 個数 3 3 3 4 3 3 

ｻｲｽﾞ φ4 φ6 φ6 φ8 φ10 φ10 

型 式 80 型 280 型 560 型 1120 型 2500 型 5000 型 

ﾎﾞﾙﾄ,6 ｱﾅ 個数 6 6 6 9 9 9 

ｻｲｽﾞ M10 M12 M12 M16 M24 M30 

ピン 個数 3 3 3 3 3 3 

ｻｲｽﾞ φ13 φ13 φ13 φ16 φ20 φ30 

 

上表の数値は型式の呼び番号が同じであれば共通です。圧縮スプリング形（但し、

1120 型以上は除く）はアーマチュア、アダプタ，スプラインは弊社出荷時に組

付けされていますので分解しないでください。 

注意：リーマ加工する時切削粉が、アーマチュアとアダプタ，スプライン間に

入らないようにしてください。 

 

1120 型以上はアダプタ，スプラインに仮締めされているボルト，トクシュを緩

め、ボルト，トクシュ及び内蔵している圧縮スプリングを分解してください。次

にアーマチュアをアダプタ，スプラインから取外してください。 

アダプタ，スプラインを相手側機械にしっかりと取付後、合マークに位置を合わ

せてアーマチュアを再組付けしてください。次に取外した圧縮スプリングを挿入

し、ボルト，トクシュを規定の締付トルク（下表参照）で確実に組付けしてくだ

さい。ねじ部にはロックタイトなどを使用し、緩み止め処置をしてください。 

 

型 式 1120 型 2500 型 5000 型 

ﾎﾞﾙﾄ,ﾄｸｼｭ 個数 6 8 8 

ｻｲｽﾞ M8 M8 M12 

推奨締付ﾄﾙｸ 13Nm 13Nm 41Nm 

推奨ﾛｯｸﾀｲﾄ ロックタイト #601 

 

◇乾式で使用される場合は、アダプタ，スプラインとアーマチュアの摺動面をなじま

せるため、組込時にスプライン部にグリスを薄く塗布することを推奨します。 

 

 

５．運転前のご注意（安全上のご注意④項をご参照ください） 
◇取付けが完了したらクラッチに通電してください。これによりアーマチュアがロー

タ又はマグネットＡＳＳＹに吸着されます。歯先連結をする場合がありますので、

連結位置を変えて通電ＯＮ－ＯＦＦを数回繰返して正常に動作することを確認くだ

さい。 

 

 

６．運転中のご注意（安全上のご注意⑤項をご参照ください） 
◇電磁ツースクラッチは励磁電圧によってトルクが変化しますので規定の定格電圧

(DC24V)を供給してください。電圧変動は定格電圧の±10%以内としてください。

なお、電源装置の電圧が定格通りであっても回路が長い場合は、回路抵抗等により、

クラッチの端子電圧が降下しますから、通電時リード線の部分で確認してください。 

 

◇使用場所や用途により、ツースクラッチは乾式でも湿式でも使用することができま

す。クラッチを油中に浸漬させる場合はクラッチの直径の 1/4～1/3 以下としてくだ

さい。ギヤーの摩耗粉等による汚れや異物はフィルター等で除去してください。油

の汚れは絶縁不良や動作不良の原因になります潤滑油の粘度は 17.5～37.5mm2/sに

してください。乾式で使用される場合は、アダプタ，スプラインとアーマチュアの

摺動面をなじませるため、組込時にスプライン部にグリスを薄く塗布することを推

奨します。 

 

◇静止連結使用時には、歯面が完全噛み合いをする場合と不完全噛み合いをする場合

とがあります。不完全噛み合いの場合は、起動時に駆動側の加速トルクが大きいと

歯が噛み合わずスリップすることがあります。このような場合には、モータをクザ

起動法、Ｙ－Δ起動法、起動補償法、リアクトル起動法などによって特殊起動し、

加速トルクを抑える必要があります。 

 

 

◇シングルポジション形は、歯面の構造上噛み合い位置にくるまでスリップしますの

で、この間スリップによる歯面トルクが発生し、負荷側がつれまいを起こすことが

あります。このような場合にはブレーキを併用し、つれまいを防止する必要があり

ます。歯面トルクの大きさは定格トルクの 15%以下です。 

 

◇コイル回転形（スリップリング方式）の場合、湿式使用の時は湿式用ブラシ（編組

青銅ブラシ）、乾式使用の時は乾式用ブラシ（銅カーボンブラシ）をご使用ください。

ブラシが摩耗した時には、ブラシのみ交換が可能です。摩耗が進行して摩耗限界を

示す白線が見えましたら、新品のブラシと交換してください。尚、湿式用ブラシを

使用の場合、振動等でスパークが発生し易い使用条件ではスリップリングの異常磨

耗を早めることがありますので、ブラシのワイヤー露出部が摩耗した時点で早い目

の交換を推奨致します。特にクラッチの軸方向に振幅の大きな振動は、ブラシのス

パーク発生の主原因となりますので避けてください。 

 

ブラシ及びブラシホルダは次表を、詳細はカタログをご参照ください。 

（ＴＲ／ＳＰＲ型に適用） 

 

ﾌﾞﾗｼﾎﾙﾀﾞ型式 用途 ﾌﾞﾗｼ型式 使用個数 適用ｸﾗｯﾁ型式 

AP-223 
湿式用 AP-223-1 1 

TR-2～15 
乾式用 AP-223-2 1 

AP-45 

湿式用 AP-45-1 
1 TR-20～80 

4 TR-280～5000 

乾式用 AP-45-2 
1 TR-20～80 

2 TR-280～1120 

A 型複式 乾式用 8×10×25 1 組(4 個) TR-2500～5000 

 

◇過熱および高速運転は寿命を早める原因です。クラッチの機械への組込みに際して

はできる限り冷却効果が有効であるように配慮してください。 

 

◇ツースクラッチは歯形の特性上、釈放時に負荷トルクが作用していると釈放できな

いことがあります。釈放可能な負荷トルクは定格トルクの 20％以下となっています。

ツースクラッチの切離しは極力無負荷状態で行ってください。 

 

◇通電を遮断すると大きなサージ電圧が発生します。サージアブソーバとして本     

体付属の放電素子(バリスタ)をご使用ください。電源箱ＤＭＰ型を使用される場合

には必ず必要です。下図の要領で電気回路に接続してください。他の制御器は、す

でに放電回路を内蔵していますので、バリスタの接続は行わないでください。（接続

すると制御器の故障の原因となります）ツースクラッチは原則として直流回路で

入・切を行ってください。交流回路で入・切を行うと切れ時間が長くなります。 

 

接続電気回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．電源装置 

◇電源装置には、弊社専用電源箱 DMP 型をご使用ください。DMP 型の適用型式は下

表を、詳細はカタログをご参照ください。 

 

      電源箱適用一覧表 

型式 
 

TO/SPO-2 

TR-2 

TZ/STZ-6.3～25 

TO/SPO-5～15 

TR-5～80 

TZ/STZ-40 
TO/SPO-20～40 

TR-280 

TZ/STZ-160 

TO/SPO-80 
TR-560～2500 

電源箱 DMP-20/24A DMP-63/24A DMP-100/24A DMP-200/24 

 

 

８．保守（安全上のご注意⑥項をご参照ください） 

◇一度適正に取付け、正しく使用していただければ、調整はほとんど必要ありません

が、定期的にエアなどによる清掃や点検を行っていただきますと、安定した性能が

保てます。 

 

 

９．潤滑油の浄化 
◇電磁ツースクラッチを油浴状態で使用される場合、潤滑油の清浄化には十分ご留意

ください。クラッチを収納した歯車箱あるいは油槽の底部にマグネットプラグなど

を取付け、油中のギヤ摩耗粉などの微鉄粉が浮遊しないようにしてください。また、

サクションストレーナ（70～150 メッシュ程度）及びマグネット式フィルタを併用

することが必要です。使用中、潤滑油の汚れが激しくなったり、沈殿物が多くなっ

たりした時には、油を交換してください。 

 

◇潤滑油の交換期間は下表を目安として推奨いたします。なお、潤滑油浄化の目的に

使用するマグネットプラグ、及びフィルターの点検にも十分ご留意ください。 

 

交換回数 交換時間 

１回目 １週間又は 70 時間運転後 

２回目 １ヶ月又は 250 時間運転後 

３回目以降 ４ヶ月又は 1000 時間運転後 

 

 

10．トラブルシューティング 
◇突然スリップしたとか、トルクを完全に伝達しなくなった等の異常を認めた時は、       

次の事項を点検してください。 

 

異常現象 点検事項 

クラッチがスリップす

る 

・ツース部に異物が入っていないか。 

・励磁電圧が低下していないか。 

・過負荷がかかっていないか。 

・スリップリング及びブラシが異常摩耗していないか。 

クラッチの動作が悪い ・電源，回路，スイッチ等に異常はないか。また励磁電

圧は規定電圧となっているか。 

・クラッチの温度が異常に高くなっていないか。 

・アーマチュアの振れが過大となっていないか。 

・スリップリング及びブラシが異常摩耗していないか。 

クラッチが全く作動し

ない 

・クラッチの端子に励磁電圧が印加されているか。 

・クラッチのコイル又はリード線が断線していないか。 

・電気回路に異常はないか。 

・スリップリング及びブラシが異常摩耗していないか。 

異音が出る ・ツース部に異物が入っていないか。 

・アーマチュアとアダプタ，スプライン結合部に異常摩

耗が発生していないか。 

 

11．注意事項 
◇長時間放置したりすると錆が発生することがあります。多少の錆は使用上差し支       

えありませんが、発生させないように取扱ってください。 

 

◇電磁ツースクラッチは点検・整備を行っていただいても、ご使用条件及び用途によ

っては機能寿命と考えられる場合がありますのでご配慮ください。 

 

◇特殊仕様の場合、図面と照合の上、本取扱説明書をご活用ください。 

 

 

弊社及び弊社指定以外の第三者による、修理・分解・改造に起因して生じた損害な 

どは責任を負いかねますのでご了承ください。従って取扱説明書に取付け・分解要領 

などを記載している製品についても、修理・分解は弊社指定のサービス工場にて行っ 

ていただきますよう、お願いいたします。 

      また、この取扱説明書の内容を、お断り無しに変更することがありますのでご了承 

    ください。 

 

 

 

    クラッチサービス工場 
北海道・東

北・関東地

区 

有限会社 

 三興電機製作所 

〒223-0057 

横浜市港北区新羽町 4430 

TEL045-595-1520  FAX045-594-5430 

新潟地区 第一電設工業株式会社 〒950-0141 

新潟市江南区亀田工業団地 1-3-25 

TEL025-382-5151  FAX025-382-5100 

中部地区 株式会社 アサノ技研 〒452-0835 

名古屋市西区丸野 1-44 

TEL052-504-6870  FAX052-504-6873 

近 畿 ・ 中

国・四国地

区 

福岡電機株式会社 〒575-0032 

大阪府四条畷市米崎町 2-4 

TEL072-879-4622  FAX072-877-1991 

九州地区 株式会社 オガワ産業 〒807-0054 

福岡県遠賀郡水巻町二東 2-5-11 

TEL093-203-1771  FAX093-203-1772 

 

 

 

    クラッチ／ブレーキのお問い合わせは、最寄りの営業所へお願いいたします。 

 

    シンフォニアテクノロジー株式会社  

クラッチ・ブレーキ営業部 
 

    東京本社  －TEL03-5473-1824  FAX03-5473-1845 

                〒105-8564  東京都港区芝大門 1-1-30  芝 NBF タワー 

    大阪支社  －TEL06-6365-1922  FAX06-6365-1968 

                〒530-0057  大阪市北区曽根崎 2-12-7  清和梅田ビル 13 階 

    名古屋支社－TEL052-581-1395  FAX052-581-2715 

                〒450-0002  名古屋市中村区名駅 3-15-1  名古屋ダイヤビル 2 号館 

    九州支店  －TEL092-441-2511  FAX092-431-6773 

                〒812-0011  福岡市博多区博多駅前 2-1-1  福岡朝日ビル 

    東北営業所－TEL022-262-4161  FAX022-262-4165 

                〒980-0021  仙台市青葉区中央 2-11-19  仙南ビル 

    新潟営業所－TEL025-367-0133  FAX025-367-0135 

                〒950-0971  新潟市中央区近江 2-20-44  近江ビル 6F 

静岡営業所－TEL054-254-5411  FAX054-255-0732 

                〒420-0851 静岡市葵区黒金町 11-7 三井生命静岡駅前ビル 10F 

北陸営業所－TEL076-432-4551  FAX076-442-2461 

                〒930-0004 富山市桜橋通り 1-18 北日本桜橋ビル 

中国営業所－TEL082-218-0211  FAX082-218-0212 

                〒730-0032  広島市中区立町 2-25  IG 石田学園ビル 
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